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きた。 IGY(国際地球観測年、 1957-58年)のあと IQSY(太陽活動極小期国際観
測年、 1964-65年)、 IASY(太陽活動期国際観測年、 1969-71年)、 IMS(国際磁
気圏観測計画、 1976-79年)、 MAP(中層大気国際協同観測計画、 1982-85年)、
ISTP(国際協同太陽地球系観測プログラム、 1989年-)、アジア・太平洋地域を
中心とする地球環境変動の研究(新フ。ログラム、 1990一例年)、 STEP(太陽地球
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(Microwave Lifted Airplane Experiment)飛行実験、平成 5(1993)年には世界
で初めて電離層中でのマイクロ波エネルギー伝送ISY(国際宇宙年)-METS 
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研究所
ロパ トー ヴィンセント オーストラリア・アデレ 平成5年 13カ月
(Robert A. Vincent) イド大学













































































































































































































































ンドネシア地域における赤道大 写真37-4 ISSS(スペース・プラズ7 ・シミ
気観測に関する国際シンポジウ ムレーション国際学校およびシンポジウム)
877 
第37章超高層電波研究センター
ム(ジャカルタにて開催)J(平成2<1990>年、平成3(1991>年、平成4<1992>年、
平成5<1993>年)、「中層大気に関する国際シンポジウムJ(平成4<1992>年)、
rURSI(国際電波科学連合)総会J(平成 5<1993>年、京都ローカル委員会に参
加)、「宇宙プラズマ中の非線形波動とカオスに関する国際ワークショップj
(平成6<1994>年)があり、ほぽ毎年l回の頻度で国際会議を開催してきたこ
とになる。このような国際会議の開催は、最先端の研究成果に関する情報交
換の場として本センターの研究活動を刺激する上で大変意義があるが、一
方、本センターが国際的に研究動向を主導していく立場を確立していく上で
も重要である。また、国際学校を開催し、本センターが過去に蓄積した研究
成果・研究手法を広く海外の研究者に提供し、当該研究分野の研究者層を国
際的に育成するための活動も行われている。例えば、宇宙プラズマの計算機
実験や大気のレーダー観測技術に関する一連の講義などがこれらの国際学校
で行われている。
さらに、本センターが国際的にも草分けである計算機実験の分野では、平
成2(1990)年度にセンター内に STEPSIMPO (STEPシミュレーション推進
室)を設置し、ほぽ年4回の割合で“STEPSIMPO NEWSLETTER"約
1，000部を全世界に向けて発行して、 シミュレーショ ン・計算機実験の最新
情報の交換を行っている。
一方、 地球大気の観測研究の分野では、赤道域に分布する発展途上国の研
究者との交流を重視しており、平成 2(1990)年以降、毎年インドネシア政府
機関と共同で、ジャカルタにおいてインドネシア地域における赤道大気観測
に関する国際シンポジウムを開催し、最先端の研究成果をインドネシア人研
究者に紹介、大気レーダー科学の育成を図っている。一方、現地における共
同観測、調査等の機会をとらえてレーダー観測技術等に関する研修コースを
開催し発展途上国における人材の発掘ならびに研究グループの育成・指導を
も積極的に推進している。
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本センターの教育・研究活動の端緒は京都大学工学部電気系学科において
芽生えた電波工学・超高層物理学の研究にたどることができる。具体的に
は、昭和36(1961)年に本センターの前身である工学部附属電離層研究施設が
創設され、電離大気中の電波伝搬や電離大気の物理的特性ならびに大気力学
の研究が開始されたのである。この研究施設は工学部に属していたため、教
育活動は主に工学部ならびに工学研究科において行われた。しかし、教官は
工学部ならぴに理学部を卒業した研究者が着任しており、おのずから教育・
研究活動も学際的な特徴を持っていた。
過去半世紀余りに飛躍的に発展した電波科学は、地球大気・宇宙空間の電
磁波に関わる様々な物理現象の振る舞いを解明すると同時に、電磁波を活用
した新技術の開発を刺激し、この分野に新たに多くの理工学の研究課題をも
たらした。本センターの進展はこの動向に合致しており、大学院教育におけ
る研究テーマは、地球大気ならぴに宇宙空間における電磁波の様々な特性を
科学的に理解すること、さらに電磁波を活用した先端的リモートセンシング
技術を基礎にして大気運動を研究する等、地球大気・宇宙空間を舞台とした
最新の科学・技術的な課題を追究することが主である。昭和田(1981)年以
降、毎年l3-26名の工学研究科電子工学専攻の学生が本センター超高層物理
学、超高層電波工学ならぴにレーダ一大気物理学部門で研究を行い、社会に
巣立っていっている。また、平成 5(1993)年からは理学研究科地球物理学専
攻(平成6<1994>年6月の同研究科改組後は地球惑星科学専攻)の学生もレーダ一
大気物理学部門およびレーダー情報処理室で研究を行っており、平成 6
(1994)年現在5名がこれに相当している。これらの学生の中からはほ毎年1
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一2名が博士課程に進学して当センターで研究を続けており、平成 5(193) 
年度までに博士学位取得者数は延べ19名に達している。
また、本センターの全国共同利用研究を通して本学以外の大学院生の独創
的な研究課題の進展を促しているほか、外国人研究者との共同研究を推進す
ることで、本邦外の大学院生等の教育にも貢献している。昭和56(1981)年以
降平成5(1993)年までで、研修生、研究者、日本学術振興会特別研究員の延
べ数はそれぞれ16名(うち外国人13名)、 3名(うち外国人2名)、 15名(うち外国
人10名)である。さらに、前述されているように、圏内・国際シンポジウム
を企画、開催したり、計算機シミュレーションおよび大気レーダーの両分野
でそれぞれ国際学校を開催することにより、国内的、国際的に若い研究者の
育成を図る努力を続けている。
こうして電離層研究施設における20年間、さらにこれがセンターに発展的
に改組されてから今日までにの10余年間、不断に続けられた研究・教育活動
によって、本センターは地球大気・宇宙空間に関する電波科学・リモートセ
ンシング研究の国際的拠点の 1つとなるに至った。今後も一層の努力を傾注
し学界ならぴに産業界の発展に貢献することが、当センターに課せられた重
要な責務である。
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